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子ども発達臨床センター相談室

北海道大学大学院教育学研究院附属子ども発達

臨床研究センター相談室（以下、相談室）におけ

る、2008年１月から12月までの相談活動の概要

について報告する。

１．相談体制

2008年12月現在、大学教員４名、センタース

タッフ５名、電話相談員１名の計10名で担当して

いる。

相談受理の流れは、専門の電話相談員が週１回

の電話相談開設日に相談受付を行い、主訴や基本

的な情報を確認する。その内容を翌週の相談室ス

タッフによる定例会議において報告・検討し、担

当者や対応を決定している。

２．相談実績

⑴ 新規相談

2008年の新規相談は98件であった。このうち

電話相談受付のみで終了したケースが６件、当相

談室で継続して対応したのが92件であった。

新規相談者の年齢別件数を表１に示す。相談対

象者は小学生、就学前児の男子が多い。成人から

の相談もあり、相談対象者の年齢は０歳から45歳

と幅が広い。

相談者と相談対象者の関係は、親が最も多く72

名、次いで本人が８名、教師７名、他相談機関５

名、支援機関２名、知人・親戚４名であった。

新規相談者の年齢別の相談内容を表２に示す。

発達に関する相談（「発達障害への対応」、「発達障

害疑い」を含む）が全体の４割を占める。年齢別

にみると、就学前児は発達に関する相談が多い。

学齢期になると発達の相談に加え、学習面や不登

校・問題行動などの学校に関連した相談が多くな

り、進路についての相談もでてくる。成人の相談

は発達障害の疑いと、進路・就労などであった。

また数としては少ないが、他機関との関わり方に

ついての相談もある。

表３に新規相談者の相談経路を示す。各種機関

からの紹介、個人の紹介、直接の相談はそれぞれ

同程度である。個別にみると各種機関では他の相

談機関・療育機関からの紹介が多い。個人の紹介

では知人・家族と当相談室関係者からの紹介が目

立つ。直接相談で多いのはインターネットと再来

であった。

⑵ 心理検査

2008年に実施した心理検査の種別と実施数を

表４に示す。心理検査は教員１名、センタースタッ

フ３名で行なっている。

⑶ 学生指導

相談室活動への学生の参加状況は、ケース担当

２名（のべ21回）、アシスタント１名（のべ９回）

であった。また本年は学生のモニター参加はな

かったが、相談者には相談室利用同意書において

モニター視聴の可否を確認しており、必要時には

参加できる体制を整えている。

〔報告：子ども発達臨床研究センター 福間麻紀〕
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表１ 新規相談者年齢別・男女別件数

男性 女性 不明 計

就学前児 17 3 0 20

小学生 25 3 1 29

中学生 10 2 0 12

高校生 10 7 0 17

他未成年 1 1 0 2

大学生 2 1 0 3

成 人 7 8 0 15

合 計 72 25 1 98



子ども発達臨床センター相談室

表２ 新規相談者 年齢別相談内容

就学前児 小学生 中学生 高校生 他未成年 大学生 成 人 計

発達障害疑い 5 7 2 2 1 0 4 21

発達障害への対応 6 6 1 0 0 0 1 14

子どもの発達について 6 1 0 0 0 0 0 7

子育て 2 0 0 0 0 0 2 4

学習面の問題 0 7 2 2 0 0 0 11

不登校 0 2 2 4 0 0 0 8

ひきこもり 0 0 0 1 0 1 0 2

学校での問題行動 0 4 1 2 0 0 0 7

非 行 0 0 1 3 0 0 0 4

学生生活が困難 0 0 0 0 0 1 0 1

進 路 0 0 1 1 0 1 3 6

就 労 0 0 0 0 0 0 3 3

不眠・うつ 0 0 0 1 1 0 1 3

自傷行為 0 1 0 0 0 0 1 2

強迫神経症 0 0 0 1 0 0 0 1

保育園・学校との関わり方 1 1 0 0 0 0 0 2

他専門機関利用 0 0 2 0 0 0 0 2

合 計 20 29 12 17 2 3 15 98

表３ 新規相談者 相談経路

各種機関 医療機関より紹介 2

他の相談機関より紹介 9

療育機関より紹介 7

保育園・学校より紹介 8

その他サービス機関より紹介 1

個人の紹介 当事者・親の会より紹介 5

当相談室関係者より 8

当大学関係者より 2

知人・家族 15

直接 インターネット 14

講演会 6

本を読んで 3

再来 10

その他 1

不 明 7

計 98

表４ 心理検査数

心理検査種別 実施数

発達・知能

に関する検

査

WISC- 10

新版Ｋ式発達検査 4

ベンダーゲシュタルトテスト 4

WAIS- 3

K-ABC 3

随意運動発達検査 1

遠城寺式乳幼児分析的発達診断検

査

1

津守・稲毛式乳幼児精神発達診断

検査

1

人格に関す

る検査

描画テスト（HTP、バウムテスト

他）

7

P-Fスタディ 4

内田クレペリン 1
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